
１．助成事業計画

助 成 分 野 助 成 対 象 金 額〔千円〕

【財団賞・学術賞】
学術研究で業績のある者

5,000            

【財団賞・技術賞】
技術開発で業績のある者

2,800            

【財団賞・奨励賞】
学術賞、技術賞に準ずる業績者

2,800            

【研究奨励金】
素形材分野に係る研究の実施者

5,000            

【融合研究奨励金】
素形材分野が他分野と融合する研究の実施者

2,500            

【共同研究奨励金】
素形材分野に係る研究を共同で行う実施グループ

1,000            

【モノづくり試作奨励金】
研究成果を形にする試作開発の実施者

1,000            

【素形材のデジタル化研究奨励金】
素形材分野におけるデジタル化技術研究の実施者

1,000            

【カーボンニュートラル研究奨励金】
カーボンニュートラルに関連する研究の実施者

2,500            

【国際交流助成金】
渡航して研究活動を行う若手研究者

2,500            

【大学院生海外研修助成金】
渡航して研究を進める大学院生

1,500            

【大学院生国際会議発表支援助成金】
国際会議に渡航参加して口頭発表する大学院生

5,000            

【大学院生論文投稿支援助成金】
学術ジャーナルへ論文投稿を行う大学院生

500              

科学技術全般の育成教育に
関連する分野

【科学技術育成教育助成金】　青少年の科学技術育成
教育およびダイバーシティ推進活動を行う団体

2,300            

【企業化支援助成金】
素形材関連分野におけるスタートアップ企業

500              

【モノづくり実践支援助成金】　ものづくり意識の向上を
目的に製作活動を行う学生（高校、高専、大学）

900              

36,800          
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素形材とそれに関連、応用する分野における科学技術に携わる個人または団体、および科学技術全
般に渡る育成教育 を行う機関または団体に対して、総額３,６８０万円の助成を行う計画です。
予算編成にあたり学術賞は財団最高位表彰としての位置付け、それに準ずる奨励賞、実用化を重視
した技術賞に受賞　者を絞り込む一方、素形材をキーワードに多様化する多くの技術分野とのコラボ
研究に広く助成すること、さらに青少年への科学技術振興やダイバーシティ推進、若手起業家への
支援を強化することを重点に計画しました。

素形材とこれに関連する分
野またはこれを他の産業分
野へ応用する分野における
科学技術

ものづくり意識の向上と素形
材産業の活性化に関する分
野

　　①　令和６年度受賞者研究発表会の開催　（令和７年７月開催予定）
　　②　第３８回受賞者交歓会の開催　（令和７年１０月開催予定）

合　　　計

(注）助成金の使途ごとの金額は、応募状況や選考結果によって変わる場合があります。

２．交流事業計画

公益財団法人永井科学技術財団


